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ル
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学
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ク
レ
ー
校
C
．
V
．
ス
タ
ー

束
ア
ジ
ア
図
書
館
所
蔵
・
芥
川
龍
之
介
「
母
」
原
稿
に
つ
い
て

一
．
は
じ
め
に

芥
川
龍
之
介
の
短
篇
「
母
」
は
、
一
九
一
一
一
（
大
正
一
二
）
年

九
月
『
中
央
公
論
」
に
発
表
さ
れ
た
。
芥
川
は
同
年
三
月
か
ら
七

月
下
旬
ま
で
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
海
外
視
察
員
と
し
て
中
国
を

訪
れ
て
い
る
。
本
作
は
そ
の
帰
国
後
に
初
め
て
発
表
さ
れ
た
小
説

ウ

l
ヲ
l

で
、
作
品
の
舞
台
は
、
芥
川
が
実
際
に
訪
れ
た
上
海
と
蕉
湖
で
あ

る。
主
人
公
で
あ
る
野
村
敏
子
は
、
夫
の
仕
事
で
上
海
に
赴
い
た
直

後
、
肺
炎
で
赤
児
を
亡
く
す
。
そ
の
後
、
蕉
湖
に
あ
る
夫
の
社
宅

に
移
り
住
ん
だ
敏
子
は
、
上
海
の
旅
館
で
隣
人
だ
っ
た
同
名
の
女

性
（
平
尾
敏
子
）
か
ら
便
り
を
受
け
取
り
、
彼
女
が
同
じ
よ
う
に

赤
児
を
亡
く
し
た
こ
と
を
知
る
。
そ
の
報
に
触
れ
た
敏
子
は
、
気

の
毒
に
思
う
と
と
も
に
、
嬉
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
た
こ
と
を

j畢

西

祐

典

「
荒
々
し
い
力
」
の
こ
も
っ
た
声
で
告
白
す
る
、
と
い
う
の
が
話

の
大
筋
で
あ
る
。

本
作
は
、
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
短
篇
「
女
」
（
『
解
放
」

一
九
二

0
・
五
）
な
ど
と
併
せ
て
論
じ
ら
れ
、
「
〈
母
〉
は
〈
悪
〉

と
隣
り
あ
わ
せ
に
、
〈
女
〉
の
心
性
の
う
ち
に
住
ん
で
」

I
お
り
、

「
時
に
は
悪
や
罪
を
辞
さ
な
い
女
人
」
2
が
摘
か
れ
た
作
品
の
一
つ

と
評
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
、
芥
川
の
中
国
特
派
員
と
し
て

の
経
験
が
反
映
さ
れ
た
作
品
と
し
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
1
0

芥
川
は
本
作
に
つ
い
て
「
「
母
」
は
思
ふ
に
（
三
）
悪
し
女

主
人
公
が
人
の
子
供
の
死
ん
で
喜
ぶ
所
を
も
っ
と
ア
ク
シ
ョ
ン
の

上
よ
り
書
け
ば
よ
ろ
し
か
ら
む
か
さ
う
す
れ
ば
中
々
悪
短
篇
に

あ
ら
ず
好
短
篇
に
な
る
事
受
合
ひ
な
り
」
（
佐
々
木
茂
作
宛
て

書
簡
、
一
九
一
二
・
九
・
二

O
付
け
）
と
述
べ
、
末
段
に
あ
た
る
第

三
章
に
つ
い
て
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
。
そ
の
意
図
に
従
い
、
単



行
本
「
春
服
』
（
春
陽
堂
、

て
、
第
三
章
中
に
放
鳥
の
シ
l
ン
を
追
加
す
る
な
ど
、
大
幅
な
加

一
九
二
三
・
五
）

へ
収
録
す
る
に
際
し

筆
修
正
を
施
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
「
母
」
原
稿
の
紹
介
を
行
う
が
、
当
該
原
稿
に
は
、

こ
の
放
鳥
の
シ
l
ン
が
な
い
。
本
文
も
初
出
誌
の
も
の
と
異
同
が

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
詳
し
く
は
次
章
で
報
告
す
る
が
、
原
稿
の

脇
に
「
中
央
公
論
」
の
ス
タ
ン
プ
が
捺
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
本
原
稿
は
初
出
誌
『
中
央
公
論
」
に
掲
載
す
る
た
め
に
書
か

れ
た
原
稿
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
中
国
か
ら
の
帰
国
後
、
最

も
月
日
を
隔
て
て
い
な
い
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
と
い
え
、
そ
の
点
に
お

い
て
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

こ
の
原
稿
は
、

C
E〈
R
巴

q
o向
。
包
問
。
円

E
P
回

R
E
－3
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
）
の
の
・
〈
・

ω
g耳
切
混
同
〉
ω百
ロ

亡
σ
gミ
（
の
・
〈
・
ス
タ
l
東
ア
ジ
ア
図
書
館
、
以
下
回
〉
「
と
記
す
）

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
問
〉
「
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
旧
三

井
財
閥
か
ら
大
量
の
和
漢
本
を
購
入
し
た

Z
が
、
原
稿
は
そ
の
旧

三
井
文
庫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
資
料

番
号
一
五
四
O
）
。
残
念
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
三
井
財

閥
が
「
母
」
原
稿
を
入
手
し
た
か
は
、
管
見
の
限
り
、
資
料
が
残

さ
れ
て
お
ら
ず
判
ら
な
か
っ
た
。

「
母
」
原
稿
の
存
在
は
、

U
S
O吋
与
河
口
品
。
－

u
F著
E
h
U
3
8
E
E

ぬミ
bhAGR・
3hqR号、・
3
～
守
口
明
A
b
nミ－

b
句ミ句、
g

sミミ、
S
号
、
誌
を
ミ
．

8
念、
sw』
ぎ
な
号
、
（
回
。
『
wo
－a－

n巴
5
5
－PN
C
C
吋
）
中
に
、
一
部
写
真
付
き
で
紹
介
さ
れ
、
問
〉
「

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

5
で
検
索
で
き
る
状
態
に
あ
っ
た
が
、
日
本
国

内
で
は
「
母
」
原
稿
が
現
存
す
る
事
実
さ
え
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ

た（
E
o
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
原
稿
に
つ
い
て
可
能
な
限
り

翻
刻
を
行
い
、
原
稿
、
初
出
、
初
刊
本
等
の
異
同
を
記
す
と
と
も

に
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

η
F
U
 

ニ
．
原
稿
に
つ
い
て

「
母
」
原
稿
は
、
松
屋
製
青
罫
二

O
O字
詰
め
原
稿
用
紙
＝
L
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。
原
稿
用
紙
は
台
紙
に
張
ら
れ
、
簡
単
な
製
本

が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
黒
色
の
イ
ン
ク
で
書
か
れ
、
枚
数
は

全
四
五
枚
。
原
稿
用
紙
の
欄
外
の
上
部
左
寄
り
に
、
原
稿
用
紙
の

頁
数
と
一
致
す
る
「
l
」
か
ら
「
必
」
ま
で
の
通
し
番
号
が
青
色

の
ス
タ
ン
プ
で
押
印
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
字
付
近
に
、
「
中
央



公
論
小
説
六
」
と
紫
色
の
ス
タ
ン
プ
が
押
印
さ
れ
て
い
る
点
も
全

頁
共
通
で
あ
る
。

原
稿
用
紙
一
枚
目
に
は
、
そ
の
他
に
も
編
集
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
書
き
込
み
が
幾
つ
か
あ
る
。
欄
外
上
部
右
寄
り
に
は
赤
イ
ン
ク

で
「
1
1
1
4
」
、
「
口
口
〔
二
字
不
明
〕
ノ
ハ

l
ト
型
ノ
カ
ッ
ト
」

と
書
か
れ
、
「
ハ
！
ト
型
ノ
カ
ッ
ト
」
の
横
に
は
、

ボ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
が
同
じ
く
赤
イ
ン
ク
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
初
出
誌
冒
頭
頁
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
に
似
て
お

り
、
挿
絵
の
指
示
と
恩
わ
れ
る
。
欄
外
右
側
中
央
に
は
赤
イ
ン
ク

で
「
中
公
小
説
六
」
と
舎
か
れ
、
原
稿
用
紙
一
行
目
の
下
部
付
近

に
は
「
本
文
ポ
イ
ン
ト
／
問
ア
キ
十
七
行
」
と
赤
イ
ン
ク
で
脅
か

れ
て
い
る
。
初
出
誌
掲
載
の
際
の
本
文
は
十
七
行
で
組
ま
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
行
間
の
指
示
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
題
字
、
作

ハ
ー
ト
と
リ

者
名
、
章
番
号
に
文
字
の
大
き
さ
の
指
示
が
書
込
ま
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
「
2
」、「
3
」、「
5
？
」
と
赤
イ
ン
ク
で
指
示
が
あ
る
。

二
四
枚
目
の
欄
外
上
部
に
は
、
赤
鉛
筆
で
「
中
公
小
説
第
六
ノ

ツ
ヅ
キ
」
、
二
七
枚
目
の
欄
外
上
部
に
赤
イ
ン
ク
で
「
中
公
小
説

第
六
ツ
ヅ
キ
（
完
）
」
と
あ
り
、
芥
川
が
少
な
く
と
も
三
回
に
分

け
て
（
一

l

二
三
枚
目
、
二
四
l

二
六
枚
目
、
二
七
l

四
五
枚
目
）
、

原
稿
を
提
出
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
本
文
の
訂
正
部
分
を
見
る
と
、
原
稿
用
紙
の
最
終
行
に

訂
正
が
あ
る
場
合
、
次
頁
の
冒
頭
と
の
繋
が
り
か
ら
別
稿
が
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
箇
所
が
複
数
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
三
枚
目
末

尾
「
そ
れ
は
姿
見
と
並
ん
だ
窓
に
、
ぼ
」
、

一
六
枚
目
末
尾
「
派

手
な
銘
仙
の
」
、
一
七
枚
目
末
尾
「
女
は
さ
う
云
ふ
沈
」
、
二
二
枚

目
末
尾
「
女
の
よ
り
か
か
」
と
い
っ
た
訂
正
前
の
文
句
は
次
頁
の

冒
頭
と
繋
が
っ
て
お
ら
ず
、
書
き
損
じ
の
原
稿
が
他
に
あ
っ
た
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

訂
正
が
数
行
に
わ
た
る
箇
所
に
は
、
貼
紙
が
施
さ
れ
、
訂
正
本

文
が
番
込
ま
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
原
稿
の
一

O
枚
目
、
二
二

枚
目
、
二
四
枚
目
、
二
五
枚
目
、
二
六
枚
目
、
二
七
枚
目
、
三
四

枚
目
、
三
五
枚
目
、
四
二
枚
目
に
貼
り
付
け
訂
正
が
あ
っ
た
。
訂

正
前
の
本
文
に
関
し
て
も
、
判
読
可
能
な
限
り
、
翻
刻
し
た
。

内。

三
．
本
文
翻
刻

〈
凡
例
〉

漢
字
は
原
則
と
し
て
、
適
宜
通
行
の
字
体
に
改
め
、
仮
名
遣
い



は
原
文
に
従
っ
た
。

ル
ピ
は
、
原
稿
で
施
さ
れ
て
い
る
も
の
に
の
み
、
ル
ピ
を
施
し

た
・
改
行
は
、
表
題
、
署
名
、
各
原
稿
用
紙
の
冒
頭
、
章
数
行
、
及

び
一
字
下
げ
の
箇
所
の
み
原
稿
に
従
っ
た
。

・
ダ
ッ
シ
ュ
記
号
は
、
三
マ
ス
分
引
か
れ
た
も
の
と
四
マ
ス
分
の

も
の
が
あ
っ
た
。
頁
を
ま
た
が
な
い
限
り
、
三
マ
ス
分
に
統
一

し
た
。
頁
を
ま
た
ぐ
場
合
は
、
原
稿
通
り
に
示
し
た
0

．
原
稿
に
お
け
る
編
集
記
号
や
印
な
と
の
本
文
以
外
の
情
報
に
つ

い
て
は
、
注
記
と
し
て
示
し
た
が
、
各
原
稿
の
欄
外
に
附
さ
れ

た
通
し
番
号
と
「
中
央
公
論
小
説
六
」
の
判
に
つ
い
て
は
省
略

し
た
。

・
原
稿
で
は
、
直
前
の
マ
ス
に
句
読
点
を
入
れ
、
次
の
マ
ス
を
空

白
に
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
翻
字
で
は
通
行
の
表
記
に
改
め
た
。

包
し
、
削
除
訂
正
な
ど
の
挿
入
箇
所
で
、
空
白
を
指
示
す
る
記

号
「
口
」
（
「
、
口
」
な
ど
の
形
）
は
、
「
図
」
記
号
で
観
字
が

用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
示
し
た
（
「
、
図
」
な
ど
の
形
）
。

－ 

，－『、

〕
は
抹
消
さ
れ
た
部
分
を
示
す
0

・〔

正
で
、
〔

〕
は
二
重
訂

〕
は
三
重
訂
正
を
意
味
す
る
。

，－－、

・
傍
線
は
、
抹
消
部
分
の
訂
正
や
挿
入
の
た
め
、
行
間
な
ど
に
書

き
加
え
ら
れ
た
表
現
を
示
す
。

・
口
は
、
判
読
不
可
だ
っ
た
文
字
を
示
す
。

・
【
】
は
、
貼
紙
訂
正
箇
所
で
抹
消
さ
れ
た
部
分
を
示
す
。
〈
〉

は
、
貼
紙
訂
正
箇
所
の
貼
紙
訂
正
後
の
部
分
を
示
す
。
両
者
の

聞
に
、
便
宜
上
、
改
行
と
矢
印
記
号
「
↑
」
を
挿
入
し
て
い
る
。

貼
紙
訂
正
箇
所
は
全
部
で
九
箇
所
、
一

O
枚
目
、
一
三
枚
目
、

二
四
枚
目
、
二
五
枚
目
、
二
六
枚
目
、
二
七
枚
目
、
三
四
枚
目
、

三
五
枚
目
、
四
二
枚
目
に
あ
る
。

-4-

〈
一
枚
目
〉

母
E

芥
川
龍
之
介
｛
9

）

部
屋
の
隅
に
据
ゑ
た
姿
見
に
は
、
西
洋
風
に
壁
を
塗
っ
た
、
し

か
も
日
本
風
の
畳
が
あ
る
、
｜
｜
｜
上
海
〔
固
〕
特
有
の
〔
〔
部
屋
〕

二
階
〕
旅
館
の
〔
〔
〔
内
部
〕
部
屋
〕
座
敷
〕
二
階
が
、
一
部
分
は

っ
き
り
映
っ
て
ゐ
る
。
ま
づ
っ
き
あ
た
り
に
空
色
の
壁
、
そ
れ
か



ら
民
新
し
い
何
畳
か
の
畳
、
最
後
に
こ
ち
ら
へ
後
を

〈
二
枚
目
〉

見
せ
た
、
西
洋
髪
の
女
が
一
人
、
｜
｜
｜
そ
れ
が
皆
冷
か
な
光
の

せ
っ

中
に
、
切
な
い
程
は
っ
き
り
映
っ
て
ゐ
る
。
女
は
其
処
に
さ
つ
き

縫
物
か
何
か
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。

尤
も
後
〔
〔
は
見
口
〕
を
〕
は
向
い
た
と
云
ふ
僚
、
地
味
な
〔
〔
銘

仙
の
〕
女
の
〕
銘
仙
羽
織
の
肩
に
は
、
崩
れ
か
か
っ
た
前
髪
の
〔
〔
除

に
〕
口
〕
は
づ
れ
に
、
蒼
白
い
横
顔
が
少
し
見
え
る
。
勿
論
肉
の

い
耳
〔
が
〕
に
、

か
ら
、

つ｜薄
た〔
の｜い
も〕
見
え

る

ほ
ん
の
り
光
〔
を
〕
が
透
〔
か
せ
〕

や
や
長
め
な
採
み
上
げ
の
毛
が
、

か
す
か
に

耳
の
根
を
ぼ
か
し
た
の
も
見
え
る
。

〈
三
枚
目
〉

こ
の
姿
見
の
あ
る
部
屋
に
は
、
〔
隣
口
〕
隣
室
の
赤
児
の
暗
き

声
の
外
に
、
何
一
つ
沈
黙
を
破
る
も
の
は
な
い
。
未
に
降
り
止
ま

な
い
雨
の
音
さ
へ
、
此
処
で
は
一
層
そ
の
沈
黙
に
、
単
調
な
気
も

ち
を
添
へ
る
だ
け
で
あ
る
。

「
あ
な
た
。
」

さ
う
云
ふ
何
分
か
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、
女
は
〔
姿
見
を
後
に
し

た
盤
、
〕
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、
突
然
、
し
か
し
覚
束
な
さ
う
に
、

か
う
誰
か
へ
声
を
か
け
た
。

誰
か
、
｜
｜
｜
〔
そ
れ
は
姿
見
と
並
ん
だ
窓
に
、
ぼ
〕
部
屋
の

中
に
は
女
の
外
に
も
、
図
丹

〈
四
枚
目
〉

前
を
羽
織
っ
た
男
が
一
人
、
ず
っ
と
離
れ
た
畳
の
上
に
、
〔
新
聞

を
前
へ
〕
英
字
新
聞
を
ひ
ろ
げ
た
催
、
長
々
と
腹
這
ひ
に
な
っ
て

ゐ
る
。
が
、
そ
の
声
が
聞
え
な
い
の
か
、
男
は
手
近
の
灰
皿
へ
、

巻
煙
草
の
灰
を
落
し
た
ぎ
り
、
新
聞
か
ら
眼
さ
へ
挙
げ
〔
た
〕
よ

-5-

う
と
し
な
い
。

「
あ
な
た
。
」

女
は
も
う
一
度
声
を
か
け
た
。
そ
の
癖
女
自
身
の
眼
も
、
ぢ
つ

と
針
の
上
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
。

「
何
だ
い
。
」

男
は
〔
け
げ
ん
さ
う
に
〕
幾
分
う
る
さ
さ
う
に
、
丸
々
と
肥
っ

た
、
口
髭
の
短
い
、
活
動
家
ら
し
い

A

り
顔
を
撞
げ
た
。



〈
五
枚
目
〉

「
こ
の
部
屋
ね
、
｜
｜
｜
こ
の
部
屋
は
変
へ
ち
ゃ
い
け
な
く
つ

て
？
」

だ
っ
て
此
処
へ
は
〔
昨
夜
〕
や
っ
と
昨
夜
、

引
っ
越
し
て
来
た
ば
か
り
ぢ
ゃ
な
い
か
？
」

男
〔
は
け
げ
ん
き
〕
の
顔
は
け
げ
ん
さ
う
だ
つ
た
。

「
引
っ
越
し
て
来
た
ば
か
り
で
も
。
｜
｜
｜
前
の
部
屋
な
ら
ば
明

い
て
ゐ
る
で
せ
う
〔
。
」
〕
？
」

男
は
彼
是
二
週
間
ば
か
り
、
彼
等
が
窮
屈
な
思
ひ
を
し
て
来
た
、

日
当
り
の
悪
い
三
階
の
部
屋
が
、
一
瞬
間
眼
の
前
に
見
え
る
や
う

な
気
が
し
た
。
｜
｜
｜
塗

「
部
屋
を
変
へ
る
？

〈
六
枚
目
〉

〔
塗
〕
り
の
剥
げ
た
窓
側
の
〔
〔
窓
〕
壁
〕
壁
に
は
、
色
の
変
っ
た

畳
み
の
上
に
、
更
紗
の
窓
掛
け
が
垂
れ
下
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
窓
に

ジ－
A

ラ
ニ

7
ム

は
何
時
水
を
や
っ
た
か
、
花
の
乏
し
い
天
竺
葵
が
、
薄
い
挨
を
か

ぶ
っ
て
ゐ
る
。
お
ま
け
に
窓
の
外
を
見
る
と
、
始
終
ご
み
ご
み
し

た
横
町
に
〔
は
、
〕
、
麦
藁
帽
を
か
ぶ
っ
た
支
那
の
車
夫
が
、
所
在

な
さ
さ
う
に
う
ろ
つ
い
て
ゐ
る
。

「
〔
お
前
は
あ
す
こ
〕
だ
が
お
前
は
あ
の
部
屋
に
ゐ
る
の
〔
が
〕
は
、

嫌
だ
嫌
だ
と
云
っ
て
ゐ
た
ぢ
ゃ
な
い
か
？
」

「
え
え
。
そ
れ
で
も
此
処
へ
来
て
見
た
ら
、
急
に
又

〈
七
枚
目
〉

こ
の
部
屋
が
嫌
に
な
っ
た
ん
で
す
も
の
。
」

〔
「
〕
女
は
針
の
手
を
や
め
る
と
、
も
の
憂
き
う
に
顔
を
挙
げ
て
見

せ
た
。
眉
の
迫
っ
た
、
眼
の
切
れ
〔
口
〕
の
長
い
、
感
じ
の
鋭
さ

う
な
顔
、
だ
ち
で
あ
る
。
が
、
眼
の
ま
は
り
の
畳
を
見
て
も
、
何
か

苦
労
を
〔
経
て
来
た
〕
堪
へ
て
ゐ
る
事
は
、
多
少
の
想
像
が
出
来

な
い
で
も
な
い
。
さ
う
云
へ
ば
病
的
な
気
が
す
る
位
、
米
噛
み
に
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も
静
脈
が
浮
き
出
し
て
ゐ
る
。

〔
〔
男
は
日
〕
「
好
い
で
〕

「
ね
、
好
い
で
せ
う
o
l－
－
い
け
な
く
っ
て
？
」

〈
八
枚
目
〉

「
し
か
し
前
の
部
屋
よ
り
は
、
広
く
も
あ
る
し
居
心
も
好
い
し
、
〔
ー

｜
｜
〕
図
不
足
を
云
ふ
理
由
は
な
い
ん
だ
か
ら
、
｜
｜
｜
〔
巴

そ
れ
と
も
何
か
嫌
な
事
〔
で
も
〕
が
あ
る
〔
の
〕
か
い
？
」



「
何
っ
て
事
は
な
い
ん
で
す
〔
れ
〕
け
れ
ど
、

j
i
－－：：」

女
は
〔
仕
事
に
〕
ち
ょ
い
と
た
め
ら
っ
た
〔
が
〕
も
の
の
、
そ
〔
の
〕

れ
以
上
立
ち
入
っ
て
は
答
へ
な
か
っ
た
。
が
、
も
う
一
度
念
を
押

す
や
う
に
、
同
じ
言
葉
を
繰
り
返
し
た
。

「
い
け
な
く
っ
て
、
ど
う
し
て
も
？
」

今
度
は
男
が
新
聞
の
上
へ
、
煙
草
の
煙
を
吹
き
か
け
た
ぎ
り
、

好
い
と
も
悪
い
と
も
答
へ
な
か
っ
た
。

〈
九
枚
目
〉

部
屋
の
中
は
又
ひ
っ
そ
り
な
っ
た
。
唯
外
で
は
〔
相
〕
不
相
変

Y
休
み
の
な
い
雨
の
音
が
し
て
ゐ
る
。

「
春
雨
や
か
、
｜
｜
｜
」

男
は
少
時
た
っ
た
後
、
ご
ろ
り
と
仰
向
き
に
寝
転
ぶ
と
、
独
り

語
の
や
う
に
か
う
云
っ
た
。

ウ
ウ
ヲ
ウ

「
蕪
湖
住
み
を
す
る
や
う
に
な
っ
た
ら
、
発
句
で
も
一
つ
始
め
る

か
な
。
」

女
は
何
と
も
返
事
を
せ
ず
に
、
縫
〔
口
〕
物
の
手
を
動
か
し
て

ゐ
る
。

「
蕪
湖
〔
は
田
舎
町
に
違
ひ
な
い
が
〕
も
そ
ん
な
に
悪
い
所
ぢ
や

な
い
ぜ
。
〔
〔
殊
に
〕
そ
れ
〕
第
一
社

〈一

O
枚
目
〉

宅
は
大
き
い
し
、
庭
も
相
当
に
広
い
し
す
る
か
ら
、
草
花
な
ぞ
作

る
に
は
持
っ
て
来
い
だ
。
何
で
も
元
は
陶
家
花
園
と
か
云
っ
て
ね
、

男
は
突
然
口
を
喋
ん
だ
。

し
ん

い
つ
か
森
と
し
た
部
屋
の
中
に
は
、

か
す
か
に
人
の
泣
く
け
は
ひ
が
し
て
ゐ
る
。

「
お
い
。
」

【
泣
き
声
は
〔
〔
口
口
口
口
〕
急
に
〕
ち
ょ
い
と
聞
え
な
く
な
っ
た
。

が
、
す
ぐ
に
又
〔
口
口
口
口
口
口
〕
切
れ
切
れ
に
続
き
出
た
。
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「
お
い
。
敏
子
。
」
】

・－－

〈
泣
き
声
は
急
に
聞
え
な
く
な
っ
た
。
と
思
ふ
と
す
ぐ
に
又
、
途

切
れ
途
切
れ
に
続
き
〔
始
め
〕
出
し
た
。

「
お
い
。
敏
子
」
》

〈
二
枚
目
〉

半
ば
体
を
起
し
た
男
は
、
畳
に
片
肘
鼻
せ
た
催
、
当
惑
ら
し
い



限
つ
き
を
見
せ
た
。

「
お
〔
い
。
〕
前
は
己
と
約
束
し
た
じ
ぢ
ゃ
な
い
か
？

は
こ
ぼ
す
ま
い
。
も
う
涙
は
見
せ
な
い
事
に
し
よ
う
。
も
う
、
ー

も
う
愚
痴

ま
ぶ
た

男
は
〔
〔
僅
に
〕
ち
ょ
い
と
〕
ち
ょ
い
と
庭
を
〔
撞
〕
挙
げ
た
。

「
そ
れ
と
も
何
か
〔
口
〕
あ
の
事
以
外
に
、
悲
し
い
事
で
も
あ
る

の
〔
か
〕
か
い
？
た
と
へ
ば
〔
友
〕
日
本
へ
帰
〔
り
た
い
〕
り

い
と
か
、
支
那
で
も
田
舎
へ
は
行
き
た
く
な
い
と
か
｜
｜
｜
」

〈
一
二
枚
目
〉

「
い
い
え
o
l－
－
い
い
え
。
そ
ん
な
事
ぢ
ゃ
な
〔
い
わ
」
〕
く
つ

て
よ
。
」

敏
子
は
涙
を
落
し
落
し
、
意
外
な
程
烈
し
い
打
消
し
方
を
し
た
。

「
私
は
あ
な
た
の
い
ら
し
ゃ
る
所
な
ら
、
何
処
へ
で
も
行
く
気
で

ゐ
る
ん
で
す
。
で
す
け
れ
ど
も
、
｜
｜
｜
」

敏
子
は
伏
限
に
な
っ
た
な
り
、
溢
れ
て
来
る
一
棋
を
抑
へ
ょ
う
と

す
る
の
か
、
ぢ
つ
と
薄
い
下
唇
を
噛
ん
だ
。
〔
見
れ
ば
〕
見
れ
ば

蒼
白
い
頬
の
底
に
も
、
目
8
に
見
え
な
い

〈
一
三
枚
目
〉

焔
の
や
う
な
、
切
迫
し
た
何
物
か
が
燃
え
立
っ
て
ゐ
る
。
震
へ
る

肩
、
濡
れ
た
捷
毛
、
｜
｜
｜
男
は
そ
れ
ら
を
見
守
り
な
が
ら
、
現

在
の
気
も
ち
と
は
没
交
渉
に
、

一
瞬
間
妻
の
美
し
さ
を
感
じ
た
。

「
で
す
け
れ
ど
も
、
｜
｜
｜
こ
の
部
屋
は
嫌
な
ん
で
す
も
の
。
」

【
敏
子
が
か
う
云
ひ
切
る
や
否
や
、
丁
度
相
図
で
も
あ
っ
た
や
う

に
、
今
ま
で
は
静
か
だ
た
隣
口
の
赤
児
が
、
息
も
止
ま
り
さ
う
に

泣
き
始
め
た
。
そ
の
時
の
中
口
男
。
】

．国・

《
「
だ
か
ら
さ
、
だ
か
ら
さ
っ
き
も
さ
う
云
っ
た
ぢ
ゃ
な
い
か
？

何
齢
、
」
の
部
屋
が
そ
ん
な
に
嫌
だ
か
、
〔
〔
さ
〕
口
〕
引
制
さ
へ
は

っ
き
り
云
っ
て
く
れ
れ
ば
、
｜
｜
｜
」

男
は
此
処
ま
で
云
ひ
か
け
る
と
、
敏
子
の
眼
が
ぢ
》
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〈
一
四
枚
目
〉

っ
と
彼
の
顔
へ
、
注
が
れ
て
ゐ
る
の
に
気
が
〔
口
〕

つ
い
た
。
そ

の
眼
に
は
涙
の
漂
っ
た
底
に
、
殆
敵
意
に
も
紛
ひ
兼
ね
な
い
、
悲

し
さ
う
な
光
が
〔
漂
っ
て
〕
閃
い
て
ゐ
る
。
何
故
こ
の
部
屋
が
嫌

に
な
っ
た
か
？
1
l｜
そ
れ
は
〔
男
〔
の
〕
の
口
か
ら
出
た
〕
独



り
男
自
身
の
疑
問
だ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
同
時
に
又
〔
口
〕

敏
子
が
無
言
の
内
に
、
男
へ
突
き
つ
け
た
反
〔
問
〕
問
で
あ
る
。

男
は
〔
思
は
ず
た
め
ら
い
〕
敏
子
と
眼
を
合
せ
な
が
ら
、
二
の
句

を
次
ぐ
の
に
跨
践
し
た
。

し
か
し
言
葉
が
途
切
れ
た
の
は
、
ほ
ん
の
数
秒
の
問
で
あ
る
。

男
の
顔
に
は
見
る
見
る
内
に
、
了
解
の

〈
一
五
枚
目
〉

色
が
綴
っ
て
来
た
。

「
あ
れ
か
？
」

男
は
感
動
を
蔽
ふ
や
う
に
、
妙
に
素
つ
気
の
な
い
声
を
出
し
た
。

「
あ
れ
は
己
も
気
に
な
っ
て
ゐ
た
ん
だ
。
」

敏
子
は
男
に
か
う
云
は
れ
る
と
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
膝
の
上
へ
涙
を
落

し
た
。窓

の
外
に
は
何
時
の
間
に
か
、
日
の
暮
が
雨
を
〔
白
〕
煙
ら
せ

て
ゐ
る
。
そ
の
雨
の
音
を
援
ね
の
け
る
や
う
に
、
〔
隣
室
で
は
〕

空
色
の
壁
の
向
ふ
で
は
、
〔
し
っ
き
り
な
い
〕
今
も
亦
赤
児
が
泣

き
続
〔
口
〕
け
て
ゐ
る
。
：
：
：
：
：
：
：
・
8

〈
一
六
枚
目
〉

一一ち

二
階
の
出
窓
に
は
〔
日
〕
鮮
や
か
に
、
図
朝
日
の
光
が
当
っ
て

ゐ
る
。
そ
の
向
、
つ
に
は
三
階
建
の
、
赤
煉
瓦
に
か
す
か
な
苔
の
生

へ
た
、
逆
光
線
の
家
が
鐙
え
て
ゐ
る
。
薄
暗
い
こ
ち
ら
の
廊
下
〔
に

立
つ
〕
に
ゐ
る
と
、
出
窓
は
こ
の
家
を
背
景
に
し
た
、
大
き
な
一

が
ん
じ
ゃ
う

枚
の
画
の
や
う
に
見
え
る
。
巌
丈
な
槻
の
窓
枠
が
、
丁
度
額
縁
を

ひ
と
り

依
め
た
や
う
に
見
え
る
。
そ
の
画
の
ま
ん
中
に
は
一
人
の
女
が
、

こ
ち
ら
へ
横
顔
を
向
け
な
が
ら
、
毛
糸
の
〔
艇
掛
け
〕
靴
足
袋
を

編
ん
で
ゐ
る
。
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女
は
敏
子
よ
り
も
若
い
ら
し
い
。
〔
〔
派
手
な
銘
仙
の
〕
血
色
の

好
い
頬
〕
雨
に
洗
は

〈
一
七
枚
目
〉

れ
た
朝
日
の
光
は
、
そ
の
肉
附
き
の
豊
か
な
肩
へ
、
｜
｜
｜
派
手

な
〔
銘
〕
大
島
の
羽
織
の
屑
へ
、
は
っ
き
り
大
幅
に
流
れ
て
ゐ
る
。

そ
れ
が
や
や
僻
向
き
に
な
っ
た
、
血
色
の
好
い
頬
に
反
射
し
て
ゐ

る
。
心
も
ち
厚
い
唇
の
上
の
、
か
す
か
な
、
生
ぷ
毛
に
も
反
射
し

て
ゐ
る
。



〔
今
は
九
〕
午
前
十
時
と
十
一
時
と
の
問
、
｜
｜
｜
〔
今
が
〕

旅
館
で
は
今
が
一
日
中
で
も
、
一
番
静
か
な
時
刻
で
あ
る
。
〔
〔
泊

り
客
〕
商
用
で
〕
商
売
に
来
た
の
も
、
〔
遊
〔
覧
〕
び
〕
見
物
に

来
た
の
も
、
泊
り
客
は
大
抵
外
出
し
て
し
ま
ふ
。
下
宿
し
て
ゐ
る

勤
め
人
た
ち
も
、
勿
論
午
ま
で
は
帰
っ
て
来
な
い
。
〔
〔
女
〕
出
窓

に
は
さ
う
云
ふ
沈
〕
そ
の
跡
に
は

〈
一
八
枚
目
〉

唯
長
い
廊
下
に
、
時
々
上
草
履
を
響
か
せ
る
、
女
中
の
足
音
〔
口
〕

だ
け
が
残
っ
て
ゐ
る
。

〔
こ
〕
こ
の
時
も
そ
れ
が
遠
く
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
こ
ち
ら
へ
近

づ
い
〔
た
と
思
ふ
〕
て
来
る
と
、
〔
女
は
聞
き
〕
出
窓
に
面
し
た

廊
下
に
は
、
四
十
恰
好
の
女
中
が
一
人
、
紅
茶
の
道
具
を
運
び
な

が
ら
、
影
画
の
や
う
に
通
り
か
か
っ
た
。
女
中
は
何
と
も
言
は
れ

な
か
っ
た
ら
、
女
の
ゐ
る
事
も
気
が
つ
か
ず
に
、
そ
の
健
通
り
す

ぎ
て
し
ま
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
が
、
女
は
女
中
の
姿
を
見
る
と
、

心
安
〔
や
〕
さ
う
に
声
を
か
け
た
。

〈
一
九
枚
目
〉

「
お
清
さ
ん
。
」

女
中
は
ち
ょ
い
と
会
釈
し
〔
な
が
ら
〕
て
か
ら
、
出
窓
の
方
へ

歩
み
寄
っ
た
。

「
ま
あ
、
御
精
が
出
ま
す
こ
と
。
〔
坊
ち
〕

l
i
l坊
ち
ゃ
ん
は
ど

う
な
さ
い
ま
し
た
？
」

で
っ
ち
の
若
様
？
若
様
は
今
御
休
み
中
。
」

女
は
編
針
を
休
め
た
催
、
子
供
の
や
う
に
微
笑
し
た
。

「
時
に
ね
、
お
消
さ
ん
。
」

「
何
で
ご
ざ
い
ま
す
？

崎
県
面
目
さ
う
に
。
」

〈二

O
枚
目
〉

女
中
も
出
窓
の
日
の
光
に
、
前
掛
だ
け
く
っ
き
り
照
ら
さ
せ
な

が
ら
、
浅
黒
い
眼
も
と
に
微
笑
を
見
せ
た
。

「
御
隣
の
野
村
さ
ん
、
｜
｜
｜
野
村
さ
ん
で
せ
う
、
あ
の
奥
さ
ん
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は
？
」

「
え
え
、
野
村
敏
子
さ
ん
。
」

「
敏
子
さ
ん
？

ぢ
や
私
と
同
じ
名
だ
わ
ね
。
あ
の
方
は
も
う
御

立
ち
に
な
〔
る
〕
っ
た
の
？
」

「
い
い
え
。
ま
だ
五
六
日
は
御
滞
在
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
そ
れ
か



ウ
ウ
ヲ
ウ

ら
何
で
も
蕪
湖
と
か
へ
、
｜
｜
｜
」

〈
二
一
枚
目
〉

「
、
だ
っ
て
〔
今
朝
〕
〔
御
隣
〕
さ
っ
き
前
を
通
っ
た
ら
、
〔
お
〕
御

隣
に
は
ど
な
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
〔
な
〕
ら
な
か
っ
た
わ
よ
。
」

事
〈

M
h
m
sぅ

I
l
l
i－
－

「
え
え
。
昨
〔
夜
〕
晩
急
に
又
、
図
三
階
へ
御
部
屋
が
変
り
ま
し

た
か
ら
、

I
l
l
l」

「
さ
う
。
」

女
は
何
か
考
へ
る
や
う
に
、
〔
〔
ち
ょ
い
と
〕
丸
〔
々
〕
丸
し
た
〕

丸
々
し
た
顔
を
傾
け
て
見
せ
た
。

此
処
へ
御
出
で
に
な
る
と
、
〔
す
ぐ
〕
そ
の

「
あ
の
方
で
せ
う
？

日
に
御
子
さ
ん
を
な
く
な
し
た
の
は
？
」

「
え
え
。
御
気
の
毒
で
ご
ざ
い
ま
す
わ
ね
。
す
ぐ
に

〈
二
二
枚
目
〉

病
院
へ
も
御
入
れ
に
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
。
」

「
ぢ
や
病
院
で
〔
お
〕
御
な
く
な
り
な
す
っ
た
の
？

に
も
知
ら
な
か
っ
た
。
」

女
は
〔
水
々
し
い
眼
の
中
〕
前
髪
を
割
っ
た
額
に
、
か
〔
口
〕

道
理
で
何

す
か
な
憂
欝
〔
〔
な
色
〕
の
影
〕
の
色
を
浮
べ
た
。
が
、
す
ぐ
に

又
元
の
通
り
、
快
活
な
微
笑
を
取
り
戻
す
と
、
悪
戯
さ
う
〔
に
か

う
云
〕
な
眼
っ
き
に
な
っ
た
。

ご
ょ
う

E
t
i－
－
’

E
t』

「
も
う
そ
れ
で
御
用
ず
み
。
〔
さ
つ
〕
ど
う
か
あ
〔
ち
〕
ち
ら
へ
い

ら
し
っ
て
下
さ
い
。
」

「
ま
あ
、
随
分
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
」

女
中
は
思
は
ず
笑
ひ
〔
な
が
ら
、
〕
出
し
た
。
〔
〔
わ
ざ
と
〕
女

の
よ
り
か
か
〕

〈
二
三
枚
目
〉
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「
そ
ん
な
邪
僅
な
事
を
仰
有
る
と
、
駕
の
家
か
ら
電
話
が
か
か
っ

て
来
て
も
、
内
証
で
旦
那
様
へ

〔
と
〕
取
次
ぎ
ま
す
よ
。
」

「
好
い
わ
よ
。
早
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
っ
て
ば
。
紅
茶
が
さ
め
て
し

ま
ふ
ぢ
ゃ
な
い
の
〔
口
〕
？
」

女
中
が
出
窓
に
〔
い
〕
ゐ
な
く
な
る
と
、
女
は
又
〔
編
〕
編
物

を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
小
声
に
歌
を
う
た
ひ
出
し
た
。

午
前
〔
九
〕
十
時
と
十
一
時
と
の
問
、
｜
｜
｜
旅
館
で
は
今
が

一
日
中
で
も
、
一
番
静
か
な
時
刻
で
あ
る
。
部
屋
毎
の
花
瓶
に
索

枯
れ
た
花
は
、
こ
の
間
に
女
中
が



〈
二
四
枚
目
〉
（
立

取
り
捨
て
て
し
ま
ふ
。
二
階
三
階
の
民
銭
の
手
す
り
も
、
こ
の
間

ポ

f

に
下
男
が
磨
く
ら
し
い
。
さ
う
云
ふ
沈
黙
が
拡
が
っ
た
中
に
は
、

唯
往
来
の
ざ
わ
め
き
だ
け
が
、
硝
子
戸
を
開
け
放
し
た
諸
方
の
窓

〔
〔
々
〕
窓
〕
か
ら
、
日
の
光
と
一
し
ょ
に
は
ひ
っ
て
来
る
。

ふ
と
編
物
か
ら
眼
を
上

T
ー
ー
人
の
け
は
ひ
に
驚
い
た
女
は
、

げ
た
。
－
9
】・－－

た
ま

《
そ
の
内
に
ふ
と
女
の
膝
か
ら
、
毛
糸
の
球
が
転
げ
落
ち
た
。
球

は
〔
一
つ
〕
と
ん
と
弾
む
が
早
い
か
、
〔
〔
こ
ろ
こ
ろ
〕
赤
い
〕
一

筋
の
赤
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
こ
ろ
こ
ろ
廊
下
へ
出
〔
口
〕
ょ
う

と
す
る
、
ー
ー
ー
と
思
ふ
と
誰
か
一
人
、
丁
度
其
処
へ
来
か
か
っ

た
の
が
、
静
か
に
そ
れ
を
〔
拾
〕
拾
い
上
げ
た
。
》

〈
二
五
枚
目
〉

「
ど
う
も
難
有
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

女
は
篠
椅
子
を
離
れ
な
が
ら
、
恥
し
さ
う
に
会
釈
〔
し
た
。
〕

を
し
た
。
見
れ
ば
球
を
拾
っ
た
の
は
、
今
し
方
女
中
と
噂
を
し
た
、

痩
せ
ぎ
す
な
隣
室
の
夫
人
で
あ
る
。

「
い
い
、
ぇ
。
」

あ
ぶ
ら

【
敏
子
は
僅
か
に
か
う
云
っ
た
ぎ
り
、
〔
〔
口
口
口
〕
脂
〔
口
〕
の

あ
ぶ
ら

や
う
に
〕
脂
よ
り
も
白
い
女
の
手
へ
、
そ
っ
と
毛
糸
の
球
を
渡
し

た
。
〔
さ
う
し
て
、
〕
女
に
8
】

‘回ー

aa
ぷ

ら

〈

〈

〈
毛
糸
の
球
は
細
い
指
か
ら
、
脂
よ
り
も
白
い
括
り
指
へ
移
っ
た
。

「
此
処
は
暖
か
で
御
座
い
〔
〔
ま
す
〕
す
〕
ま
す
ね
。
」

敏
子
は
出
窓
へ
歩
み
出
る
と
、
肱
し
さ
う
に
や
や
眼
を
細
め

た。》

内

4
唱
E
A

〈
二
六
枚
目
〉

「
え
え
。
か
う
や
っ
て
居
り
ま
し
で
も
、
居
睡
り
が
出
る
位
で
ご

ざ
い
ま
す
わ
。
」

二
人
の
母
は
件
ん
だ
盤
、
幸
福
さ
う
に
微
笑
し
合
っ
た
。

「
ま
あ
、
〔
御
〕
御
可
愛
い
た
あ
た
で
す
こ
と
。
」

【
女
は
〔
〔
急
に
〕
思
は
ず
〕
妙
に
敏
子
の
顔
へ
、
目
を
や
る
〔
事

が
〕
出
来
な
く
な
っ
た
。

「
あ
ん
ま
り
暇
な
も
の
で
す
か
ら
、
｜
｜
｜
二
年
ぶ
り
に
編
針
を



持
っ
て
見
ま
し
た
の
。
」

「
私
な
ぞ
は
い
く
ら
暇
で
も
、
怠
け
て
ば
か
り
居
り
】

・－－

《
敏
子
の
声
は
さ
り
げ
な
か
っ
た
。
が
、
女
は
そ
の
言
葉
に
、
思

は
ず
そ
っ
と
眼
を
〔
伏
せ
た
。
〕
外
ら
せ
た
。

「
二
年
ぶ
り
に
編
針
を
持
っ
て
見
ま
し
た
の
。
｜
｜
｜
あ
ん
ま
り

暇
な
も
の
で
す
か
ら
。
」

「
私
な
ぞ
は
い
く
ら
暇
で
も
、
怠
け
て
ば
か
り
居
り
〉

〈
二
七
枚
目
〉
ム
埋

ま
す
わ
。
」

女
は
〔
編
物
〕
藤
椅
子
へ
編
物
を
〔
の
せ
〕
捨
て
る
と
、
仕
方

が
な
さ
さ
う
に
微
笑
し
た
。
敏
子
の
言
葉
は
無
心
の
内
に
、
も
う

一
度
女
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。

「
お
宅
の
坊
ち
ゃ
ん
は
、
l
｜
｜
坊
ち
ゃ
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
た
ね
？

｜
｜
｜
何
時
御
生
れ
に
な
り
ま
し
た
の
？
」

敏
子
は
髪
〔
を
〕
へ
手
を
や
り
な
が
ら
、
ち
ら
り
と
女
の
【
顔

を
眺
め
た
。
〔
〔
何
時
か
〕
昨
日
は
泣
き
声
に
も
堪
へ
ら
れ
な
か
っ

た
、
あ
の
隣
室
の
〕
昨
日
は
泣
き
声
を
聞
く
の
に
さ
へ

〔
、
〕
も
、

図
堪
へ
ら
れ
な
い
気
が
し
た
隣
室
？
？
j
d赤】

・－－

《
顔
を
眺
め
た
。
昨
日
は
泣
き
声
を
聞
い
て
ゐ
〔
る
〕

堪
へ
ら
れ
な
い
気
が
し
た
隣
室
の
赤
〔
子
〕
児
、
｜
｜
｜
》 る

の
も
、

〈
二
八
枚
目
〉

｜
そ
れ
が
今
で
は
何
物
よ
り
も
、
敏
子
の
興
味
を
動
か
す
の
で
あ

る
。
し
か
も
そ
の
興
味
を
満
足
さ
せ
れ
ば
、
反
っ
て
〔
悲
〕
苦
し

み
を
新
た
に
す
る
の
〔
は
〕
も
、
は
っ
き
り
わ
か
つ
て
は
ゐ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
小
さ
な
動
物
が
、
コ
プ
ラ
の
前
〔
に
〕
で
は
動

け
な
い
や
う
に
、
〔
〔
苦
痛
〕
悲
し
み
〕
敏
子
の
心
〔
が
〕
も
何
時

の
間
に
か
、
〔
悲
〕
苦
し
み
そ
の
も
の
の
催
眠
作
用
に
捉
は
れ
て

し
ま
っ
た
結
果
で
あ
ら
う
か
？
そ
れ
と
も
又
〔
〔
〔
口
〕
傷
口
を

聞
い
て
ま
で
も
〕
悲
し
み
〕
手
傷
を
負
っ
た
兵
士
が
、
わ
ざ
わ
ざ

傷
口
を
聞
い
て
ま
で
も
、
一
時
の
快
を
食
る
や
う
に
、
〔
悲
〕
い

や
が
上
に
も
〔
悲
〕
苦
し
〔
み
を
求
め
る
〕
ま
ね
ば
や
ま
な
い
、

qδ ’EA
 

病
的
な

〈
二
九
枚
目
〉



心
理
の
一
例
で
あ
ら
う
か
？

「
こ
の
御
正
月
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

女
は
か
う
答
へ
て
か
ら
、
ち
ょ
い
と
た
め
ら
ふ
気
色
を
見
せ
た
。

し
か
し
す
ぐ
に
眼
を
挙
げ
る
と
、
気
の
毒
さ
う
に
つ
け
加
へ
た
。

「
御
宅
で
は
〔
飛
〕
と
ん
だ
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
っ
て
ね
え
。
」

A

，朱一－

敏
子
は
泊
ん
だ
眼
の
中
に
、
無
理
な
微
笑
を
潔
は
せ
た
。

「
え
え
。
肺
炎
に
な
り
ま
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
｜
｜
｜
ほ
ん
と

う
に
夢
の
や
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

〈三

O
枚
目
〉

「
そ
れ
も
御
出
て
勿
勿
に
ね
え
。
何
と
申
し
上
げ
て
好
い
か
わ
か

り
〔
〔
ま
〕
口
〕
ま
せ
ん
わ
。
」

女
の
眼
に
は
何
時
の
間
に
か
、
か
す
か
に
涙
が
光
っ
て
ゐ
る
。

「
私
な
ぞ
は
そ
ん
な
目
に
あ
っ
た
ら
、
ま
あ
、
〔
ど
〕
ど
う
す
る
で

ご
ざ
い
ま
せ
う
？
」

「
一
時
は
随
分
悲
し
う
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ー
ー
ー
も
う

あ
き
ら
め
て
し
ま
ひ
ま
し
た
わ
。
」

二
人
の
母
は
件
ん
だ
催
、
寂
し
さ
う
に
朝
日
の
光
を
眺
め
た
。

〈
＝
二
枚
目
〉

「
こ
ち
ら
は
悪
い
風
が
流
行
り
ま
す
の
。
」

女
は
考
へ
深
さ
う
に
、
途
切
れ
て
ゐ
た
話
を
続
け
出
し
た
。

「
内
地
は
よ
ろ
し
う
ご
ざ
い
ま
す
わ
ね
。
気
候
も
〔
此
処
〕
斗
引

ら
程
不
順
で
は
な
し
、
｜
｜
｜
」

「
参
り
た
て
で
よ
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
大
へ
ん
雨
の

多
い
所
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
」

「
〔
女
は
〕
今
年
は
余
計
｜
｜
｜
〔
」
〕
あ
ら
、
泣
い
て
〔
ゐ
る
や

う
で
〔
女
は
〕
－
三
』
ざ
〕
居
り
ま
す
わ
。
」

〔
〔
女
は
〕
女
は
〕
〔
聞
き
耳
〕

-14-

〈
三
二
枚
目
〉

女
は
耳
を
傾
け
た
盤
、
別
人
の
や
う
な
微
笑
を
浮
べ
た
。

「
ち
ょ
い
と
御
免
下
さ
い
ま
し
ょ

し
か
し
そ
の
言
葉
が
終
ら
な
い
内
に
、
も
う
其
処
へ
は
さ
っ
き

の
女
中
が
、
ば
た
ば
た
上
草
履
を
鳴
ら
せ
な
が
ら
、
泣
き
立
て
る

赤
児
を
抱
き
そ
や
し
て
来
た
。
赤
児
を
、

l
｜
｜
美
し
い
メ
リ
ン

ス
の
着
物
の
中
に
、
し
か
め
た
顔
ば
か
り
〔
見
え
る
〕
出
し
た
赤

児
を
、
｜
｜
｜
敏
子
が
内
心
見
ま
い
と
し
て
ゐ
た
、
丈
夫
さ
う
に



願
の
括
れ
た
赤
児
を
。

〈
二
三
枚
目
〉

「
〔
ま
あ
〕
私
が
窓
を
拭
き
に
参
り
ま
す
と
ね
、
す
ぐ
に
も
う
眼
を

御
覚
ま
し
な
す
っ
て
。
」

「
ど
う
も
樺
り
様
。
」

女
は
〔
〔
ま
だ
〕
も
う
〕
ま
だ
慣
れ
な
さ
う
に
、
そ
っ
と
赤
児
を
〔
抱

き
〕
胸
に
取
っ
た
。

「
ま
あ
、
御
可
愛
い
。
」

敏
子
は
顔
を
寄
せ
な
が
ら
、
鋭
い
乳
〔
臭
〕
の
臭
ひ
を
〔
嘆
い

だ
〕
感
じ
た
。

「
お
お
、
お
お
、
よ
く
肥
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
」

〔
〔
女
は
〕
殆
〕
や
や
上
気
し
た
女
の
顔
に
は
、
絶
え
〔
ず
〕
間

な
い
微
笑
が

〈
三
四
枚
目
〉

満
ち
渡
っ
た
。
女
は
敏
子
の
心
も
ち
に
、
同
情
が
出
来
な
い
訣
で

は
な
い
。
し
か
し
、
I
l－
－
し
か
し
〔
こ
〕
そ
の
乳
房
の
下
か
ら
、

｜
｜
｜
張
り
切
っ
た
母
の
乳
房
の
下
か
ら
、
〔
湧
き
上
っ
て
来
〕

迂
然
と
湧
い
て
来
る
得
意
の
情
は
、
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

【
〔
口
〕
窓
掛
け
を
絞
っ
た
二
階
の
窓
は
、
庭
木
の
梢
と
向
き
合
っ

て
ゐ
る
。
庭
木
は
、
｜
｜
｜
大
き
な
椀
や
柳
は
、
〔
口
口
口
口
〕

固
ま
っ
た
緑
の
中
に
、
さ
】

・－－

-15-

《
窓
掛
け
を
絞
っ
た
二
階
の
窓
は
、
庭
木
の
梢
と
向
ひ
合
っ
て
ゐ

ふ
L
Mか

る
。
ぼ
ん
や
り
固
ま
っ
た
緑
の
中
に
、
節
高
な
枝
が
さ
し
曲
っ
た
、

え
ん
じ
。

塊
の
梢
と
向
ひ
合
っ
て
ゐ
る
。
敏
子
は
〔
そ
の
窓
〕
其
処
に
〔
〔
よ

り
か
か
り
〕
肘
を
か
け
〕
件
み
な
が
ら
、
も
》

〈
三
五
枚
目
〉

う
暮
色
が
動
き
出
し
た
、
木
の
多
い
庭
を
眺
め
て
ゐ
る
。
そ
の
灰

か
な
襟
足
が
、
後
れ
毛
も
戦
が
せ
な
い
所
を
見
る
と
、
何
時
の
間

に
か
微
風
は
吹
き
や
ん
だ
ら
し
い
。
が
、
そ
の
中
形
の
湯
雌
子
の

肩
が
、
か
す
か
な
、
｜
｜
｜
殆
有
無
さ
へ
疑
は
し
い
程
、
か
す
か



な
蕎
蔽
色
に
煙
っ
て
ゐ
る
の
は
、
ど
う
云
ふ
外
光
の
加
減
で
あ
ら

う
か
？

【
庭
木
の
梢
を
隔
て
た
空
に
は
、
丁
度
砧
に
よ
く
似
た
音
が
、
さ

こ
だ
ま

っ
き
か
ら
街
を
起
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
こ
の
〔
口
〕
辺
の
支
那
の

女
が
、
庭
の
外
〔
に
聞
い
た
沼
へ
〕
の
沼
で
洗
濯
を
】

．圃・

《
庭
木
の
梢
を
隔
て
た
空
に
は
、
支
那
で
は
洗
濯
を
す
る
時
に
使

二

一

だ

ま

’

B
E
B
E
E－
－

－

ふ
、
砧
の
や
う
な
棒
の
音
が
、
寂
し
い
併
を
〔
起
し
〕
響
か
せ
て

ゐ
る
。
そ
の
音
の
起
る
所
〔
に
〕
へ
行
け
ば
、
き
つ
〉

〈
三
六
枚
目
〉

と
水
際
の
芦
の
中
に
、
耳
環
を
下
げ
た
女
が
一
人
、
跨
っ
て
ゐ
る

の
に
相
違
な
い
。

「
お
い
、
〔
お
〕
御
前
に
も
手
紙
が
来
て
ゐ
る
ぜ
。
」

敏
子
は
静
か
に
振
り
返
っ
た
。

1
1
1
E
1ホ
ン
ム
ウ

〔
男
は
〕
男
は
紅
木
の
机
の
前
に
、
楽
々
と
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
佳
、

う
し
ろ

〔
〔
何
〕
手
紙
や
〕
長
さ
う
な
手
紙
を
披
い
て
ゐ
る
。
そ
の
後
の
白

壁
に
は
、
表
装
も
し
な
い
石
刷
の
聯
が
、
無
造
作
に
鋲
で
貼
り
つ

け
で
あ
る
。

「
さ
う
o
l－
－
〔
何
処
に
あ
っ
て
〕
こ
れ
？
」

敏
子
は
机
の
側
に
坐
る
と
、
〔
何
本
か
の
〕
其
処
に
あ
っ
た
手

紙
を
取

〈
三
七
枚
目
〉

っ
た

り
上
げ
て
見
た
。
手
紙
は
水
色
の
封
筒
の
上
に
、
〔
口
用
な
〕
拙

な
い
ペ
ン
の
字
〔
が
〕
を
走
〔
つ
〕
ら
せ
て
ゐ
る
。

「
誰
だ
い
、
平
尾
敏
子
と
云
ふ
の
は
？
」

〔
男
は
か
う
云
ふ
間
で
も
、
や
は
り
手
紙
を
読
み
続
け
て
ゐ
る
。
〕

男
は
手
紙
を
読
み
続
け
な
が
ら
、
図
ど
う
で
も
好
い
や
う
な
尋
ね

方
を
し
た
。
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「
御
〔
奥
の
〕
隣
り
の
奥
さ
ん
。
あ
の
上
海
の
宿
屋
〔
〔
の
〕
に
ゐ
〕

に
ゐ
た
、

I
l
l
l」

何
分
か
の
沈
黙
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、
敏
子
は
手
紙
を
拡
げ
た
な

り
、
〔
突
然
男
に
〕
妙
に
震
へ
て
ゐ
る
声
を
か
け
た
。

「
あ
な
た
。
」

〈
三
八
枚
目
〉

「、ぇ？」



〔
男
は
手
紙
を
巻
き
返
し
て
ゐ
る
。
〕

「
あ
の
方
の
赤
ち
ゃ
ん
も
な
く
な
っ
た
ん
〔
で
〕
で
す
っ
て
〔
？

あ
ん
な
に
丈
夫
さ
う
な
赤
ち
ゃ
ん
も
、
｜
｜
｜
」
〕
。
」

た男
らは
I F 「

ぷ驚

前｜た
よ｜顔
り｜を
も｜上
日｜げ
』こ｜だ
焼｜ ρ

け｜手
た｜紙
顔を
を巻
向き
け返
たし
。な

が
ら

驚

何
で
？
」

「
風
邪
で
す
っ
て
。
あ
ん
な
に
丈
夫
さ
う
な
赤
ち
ゃ
ん
で
も
。
」

敏
子
は
〔
蒼
白
い
顔
〕
憂
欝
な
眼
を
し
た
佳
、
ぢ
っ
と
手
紙
に

「
な
く
な
っ
た
？

見
入
っ
て
ゐ
る
。

「
始
は
寝
冷
え
位
の
事
と
思
ひ
居
り
候
｜
｜
｜
で

〈
三
九
枚
目
〉

す
っ
て
。
」

「
そ
り
ゃ
気
の
毒
だ
な
。
」

男
は
ち
ょ
い
と
頭
を
振
る
と
、
机
の
上
の
鍵
の
中
か
ら
、
巻
煙

草
へ
一
本
火
を
つ
け
た
。

「
病
院
へ
入
れ
候
時
は
、
も
は
や
手
遅
れ
と
相
〔
口
〕
成
り
、
｜

｜
｜
ね
、
好
く
似
て
ゐ
る
で
う
？
注
射
を
致
す
や
ら
、
酸
素
吸

入
を
致
す
や
ら
、

い
ろ
い
ろ
手
を
尽
し
候
へ
ど
も
、
｜
｜
｜
」

敏
子
は
熱
心
に
読
み
続
け
た
。

「
手
を
尽
し
候
へ
ど
も
、
｜
｜
｜
そ
れ
か
ら
何
と
読

〈四

O
枚
目
〉

む
の
か
し
ら
？

泣
き
声
だ
わ
。
泣
き
声
も
次
第
に
細
る
ば
か

り
、
そ
の
夜
の
十
一
時
五
分
程
前
に
は
遂
に
息
を
引
き
〔
と
〕
取

り
〔
候
。
〕
、
｜
｜
｜
」

敏
子
は
〔
ほ
っ
と
〕
か
す
か
な
〔
息
を
つ
い
た
。
〕
身
震
ひ
を
し
た
。

「
息
を
引
き
取
り
候
。
〔
私
の
〕
そ
の
時
の
私
の
悲
し
さ
、
重
重
御

察
し
下
さ
れ
度
、
ー
ー
ー
さ
ぞ
ね
え
。
」

月

t’EA
 

男
は
何
と
も
口
を
入
れ
ず
に
、
壁
に
貼
っ
た
聯
を
眺
め
て
ゐ
る
。

蒼
法
海
水
溶
江
水
、
羅
列
他
山
助
我
山

o
l
l
lさ
う
云
ふ
大
字

の
並
ん
だ
側
に
は
、
板
橋
鄭
婆
と
云
ふ
落
〔
口
〕
款
が
あ
る
。

〈
四
一
枚
目
〉

「
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
何
時
ぞ
や
御
許
様
に
御
眼
に
か
か
り
し
事

な
ぞ
思
ひ
出
さ
れ
、
あ
の
頃
は
御
許
様
に
も
さ
ぞ
か
し
、

l
ー
ー

あ
あ
、

い
や
、
い
や
。
」

敏
子
は
手
紙
を
投
げ
捨
て
る
と
、
神
経
的
に
濃
い
眉
を
ひ
そ
め



た「
ほ
ん
た
う
に
世
の
中
は
い
や
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。
」

「
い
や
に
な
っ
た
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
ど
う
せ
生
者
必
滅
な
ん

だ。」男
は
煙
を
〔
口
〕
吐
き
出
し
な
が
ら
、
寧
ろ
冷
か
に
か
う
云
っ
た
。

〈
四
二
枚
目
〉

〔
云
っ
た
。
〕

「
そ
れ
で
も
〔
余
り
〕
あ
ん
ま
り
ひ
ど
す
ぎ
る
わ
。
赤
ん
坊
に
罪

で
も
あ
り
は
し
ま
い
し
。
」

敏
子
は
力
が
抜
け
た
や
う
に
、
畳
へ
片
手
つ
い
た
な
り
、
其
処

に
落
ち
て
ゐ
る
手
紙
の
上
へ
、
も
う
一
度
〔
眼
〕
暗
い
眼
を
落
し

た
。
と
思
ふ
と
そ
の
眼
か
ら
、
突
然
涙
が
〔
頬
〕
膝
へ
垂
れ
た
。

【
男
は
ち
ら
り
と
妻
を
見
た
。
が
、
そ
れ
口
口
何
も
云
は
ず
に
、
〔
茶

ぷ
台
の
前
か
ら
体
を
〕
机
の
前
に
据
ゑ
た
体
を
起
し
た
。
さ
う
し

て
さ
っ
き
敏
子
が
ゐ
た
、
（
別
｝
】

・岡田

《
男
は
ち
ら
り
と
敏
子
を
見
た
。
が
、
そ
れ
に
は
何
と
も
云
は
ず
に
、

や
は
り
煙
草
を
吹
か
し
て
ゐ
る
。

「
あ
な
た
。
」
》

〈
四
三
枚
目
〉

又
何
分
か
の
沈
黙
の
後
、
か
う
云
ふ
声
が
問
え
た
時
に
〔
は
〕
も
、

敏
子
は
〔
頬
杖
を
つ
い
た
男
に
、
〕
ま
だ
劫
ね
た
や
う
に
、
〔
泣
き

濡
れ
〕
蒼
ざ
め
た
横
顔
を
そ
む
け
な
が
ら
、
〔
悲
し
さ
う
に
〕
空

間
の
何
処
か
を
眺
め
て
ゐ
た
。

「
何
だ
い
？
」

「
私
は
、

I
l
l
l私
は
悪
〔
い
〕
い
ん
で
せ
う
か
？

平
〕
平
尾
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
の
な
く
な
っ
た
の
が
、
｜
｜
｜
」

男
は
火
の
つ
い
た
煙
草
の
先
か
ら
、
女
の
横
顔
へ
眼
を
移
し
た
。

「
な
く
な
っ
た
の
が
嬉
し
い
ん
で
す
。
」

〔
〔
御
隣
り
〕
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〈
四
四
枚
目
〉

敏
子
〔
は
〕
の
声
に
は
今
ま
で
に
な
い
、
荒
々
し
い
力
が
こ
も

っ
て
ゐ
る
。

「
御
気
の
毒
だ
と
思
ふ
〔
の
〕
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
｜
｜
｜
そ
れ

で
も
私
は
嬉
し
い
ん
で
す
。
嬉
し
く
っ
て
は
悪
い
ん
で
せ
う
か
？

あ
な
た
。
悪
い
ん
で
せ
う
〔
〔
〔
口
〕
か
、
〕
か
？
〕
か
、
図
私
は
？
」



男
は
煙
草
を
胸
へ
た
健
、
も
う
一
度
何
と
も
〔
考
〕
答
へ
な
か

っ
た
。
何
か
人
力
〔
〔
に
〕
の
〕
に
及
ば
な
い
物
〔
〔
と
、
〕
に
、
〕
が
、

〔
黙
〕
厳
然
と
前
へ
で
も
塞
が
っ
た
や
う
に
。

庭
木
の
梢
が
暮
れ
か
〔
た
〕
か
っ
た
空
に
は
、
砧
に
〔
よ
く
〕

紛
ひ

〈
四
五
枚
目
〉

〔
似
た
〕
さ
う
な
棒
の
音
が
、
寂
し
い
街
を
〔
口
〕
響
か
せ
て
ゐ

る
。
そ
の
音
の
起
る
所
へ
行
け
ば
、
き
っ
と
水
際
の
芦
の
中
に
、

耳
環
を
下
げ
た
女
が
一
人
、
〔
〔
〔
口
〕
夫
の
〕
今
で
も
〕
夫
の
服

か
子
供
の
服
〔
を
濯
〕
の
洗
濯
を
し
て
ゐ
る
の
に
相
違
な
い
、

四
．
校
異

同
〉
円
、
所
蔵
「
母
」
原
稿
、
『
中
央
公
論
』
第
三
六
年
第
一

O
号
（
第

四
百
号
記
念
号
、
一
九
二
一
・
九
）
の
初
出
本
文
、
初
刊
本
「
春
服
』

（
春
陽
堂
、
一
九
二
三
・
五
）
及
び
「
芥
川
龍
之
介
集
』
（
新
潮
社
、

一
九
二
五
・
四
）
収
録
の
本
文
を
校
合
し
、
校
異
を
示
し
た
。

〈
凡
例
〉・

頁
数
に
つ
い
て
は
①
、
②
、
③
と
い
う
形
で
、
原
稿
用
紙
の

頁
数
を
示
し
た
。

・
〔
原
〕
は
原
稿
、
〔
初
〕
は
初
出
、
〔
単
〕
は
初
刊
本
『
春

服
』
、
〔
集
〕
は
「
芥
川
龍
之
介
集
」
収
録
の
表
記
を
表
す

0

・
「
春
服
」
と
『
芥
川
龍
之
介
集
」
収
録
の
本
文
に
は
、
原
稿

や
初
出
本
文
で
ル
ピ
が
施
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
に
も
振
り
仮

名
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
異
同
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
0

・
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。
よ
っ
て
字
体
の
異
同
は
省
略
し

た
。
ま
た
、
同
字
等
の
異
同
も
省
略
し
た
。

・
ダ
ッ
シ
ュ
記
号
の
長
短
の
異
同
は
省
略
し
た
。

・
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
三
章
に
つ
い
て
は
初
刊
本
「
春
服
』

に
収
録
に
際
し
て
、
大
幅
な
改
稿
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
三
こ
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
原
稿
と
初
出
の
異
同

の
み
を
示
し
た
。
『
春
服
」
と
「
芥
川
龍
之
介
集
』
と
の
異

同
に
つ
い
て
は
、
「
芥
川
龍
之
介
全
集
第
八
巻
』
（
岩
波
書

店
、
一
九
九
六
）
の
「
後
記
」
に
報
告
が
あ
る
の
で
参
照
さ
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れ
た
い
。



②
〔
原
〕
地
味
な
銘
仙
羽
織
の
肩

銘
仙
の
羽
織
の
肩

同
〔
原
〕
光
が
透
っ
た

が
透
い
た

〔
初
〕
〔
単
〕
〔
集
〕
地
味
な

〔
単
〕
〔
集
〕
光

〔
初
〕
光
が
透
の
た

〔
初
〕
〔
単
〕
〔
集
〕
覚
束
な
さ
さ
う

③
〔
原
〕
覚
束
な
さ
う
に

⑦
〔
原
〕
〔
初
〕
多
少
の
想
像
が
〔
単
〕
〔
集
〕
多
少
想
像
が

同
〔
原
〕
い
け
な
く
っ
て
？
」
〔
初
〕
い
け
な
く
て
？
〔
単
〕
〔
集
〕

い
け
な
く
て
？
」

③
〔
原
〕
〔
初
〕
あ
る
か
い
？
〔
単
〕
〔
集
〕
あ
る
の
か
い
？

⑨
〔
原
〕
〔
初
〕
ひ
っ
そ
り
な
っ
た
。
〔
単
〕
〔
集
〕
ひ
っ
そ
り

に
な
っ
た
。

同
〔
原
〕
独
り
語
〔
初
〕
〔
単
〕
〔
集
〕
独
り
言

⑬
〔
原
〕
〔
単
〕
〔
集
〕
「
お
い
。
敏
子
。
」
〔
初
〕
「
お
い
。
敏
子
」

⑪
〔
原
〕
帰
り
い
〔
初
〕
〔
単
〕
〔
集
〕
帰
り
た
い

同
〔
原
〕
〔
初
〕
〔
単
〕
な
い
と
か
｜
｜
〔
集
〕
な
い
と
か
、
｜

⑬
〔
原
〕
〔
初
〕
そ
ん
な
に
嫌
だ
か
、

〔
単
〕
〔
集
〕
そ
ん
な
嫌
だ
か
、

⑮
〔
原
〕
〔
初
〕
〔
単
〕
背
景
に
し
た
、
〔
集
〕
背
景
に
し
て
、

同
〔
原
〕
毛
糸
の
靴
足
袋
〔
初
〕
〔
単
〕
〔
集
〕
小
さ
な
靴
足
袋

⑫
〔
原
〕
午
ま
で
は
帰
っ
て
〔
初
〕
午
ま
で
帰
っ
て
〔
単
〕
〔
集
〕

午
後
ま
で
は
帰
っ
て

⑬
〔
原
〕
御
休
み
中
〔
初
〕
〔
単
〕
〔
集
〕
お
休
み
中

⑫
〔
初
〕
〔
原
〕
拡
が
っ
た
中
に
は
、
〔
単
〕
〔
集
〕
拡
が
っ
た
中
に
、

⑧
〔
原
〕
難
有
う
〔
初
〕
〔
単
〕
〔
集
〕
有
難
う

⑫
〔
原
〕
〔
単
〕
〔
集
〕
談
笑
し
合
っ
た
。
〔
初
〕
談
笑
し
合
っ
た
。
」

同
〔
原
〕
〔
初
〕
〔
集
〕
外
ら
せ
た
。
〔
単
〕
外
ら
せ
た
、

⑫
〔
原
〕
〔
初
〕
ま
し
た
ね
？
｜
｜
｜
〔
単
〕
〔
集
〕
ま
し
た
わ
ね
？

⑧
〔
原
〕
〔
単
〕
〔
集
〕
す
る
の
も
、
〔
初
〕
新
た
に
す
る
も
、

同
〔
原
〕
〔
初
〕
〔
単
〕
苦
し
ま
ね
ば
や
ま
な
い
、
〔
集
〕
苦
し
ま

ね
ば
な
ら
な
い
。

⑧
〔
原
〕
〔
初
〕
〔
単
〕
ご
ざ
い
ま
し
た
っ
て
ね
え
。
〔
集
〕
ご

ざ
い
ま
し
た
ね
え
。

⑧
〔
原
〕
〔
初
〕
御
出
で
〔
単
〕
〔
集
〕
御
出
て

⑧
〔
原
〕
〔
初
〕
〔
単
〕
参
り
た
て
で
よ
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん

参
り
た
て
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

⑧
〔
原
〕
〔
初
〕
括
れ
た
赤
児
を
。

〔
単
〕
〔
集
〕
括
れ
た
赤
児
を
！
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〔集〕



⑧
〔
原
〕
〔
単
〕
〔
集
〕
な
す
っ
て
。
」
〔
初
〕
な
す
っ
て
。

⑧
〔
原
〕
〔
単
〕
〔
集
〕
し
か
し
、
ー
ー
ー
し
か
し
そ
の
乳
房

し
か
し
、
ー
ー
そ
の
乳
房

〔初〕

⑧
〔
原
〕
様
の
音

⑧
〔
原
〕
御
隣
り
の
〔
初
〕
御
隣
の

⑮
〔
原
〕
夫
の
服
か
子
供
の
服
の
洗
濯
を
し
て
ゐ
る

〔
初
〕
薄
暗
い
水
に
浸
っ
た
布
を
打
ち
続
け
て
ゐ
る

〔
初
〕
捧
の
音

五
．
解
題

翻
刻
や
校
異
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
簡
単
に

記
す
。
ま
ず
ル
ピ
に
つ
い
て
、
初
出
誌
に
施
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

す
べ
て
原
稿
で
ル
ピ
が
指
定
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
挙
げ
る
と
、

せ
っ

②
「
切
な
い
」
（

O
の
中
の
数
字
が
原
稿
用
紙
の
頁
数
、
以
下
同

ジ
皐
ラ
ユ

T
ム

ウ

ウ

ヲ

ウ

様
）
、
⑤
「
け
げ
ん
さ
う
」
、
⑥
「
天
竺
葵
」
、
⑨
「
蕪
湖
住
み
」
、

L
ん

ま

ぶ

た

な

ぜ

が

ん

じ

ゃ

う

⑩
「
森
と
し
た
部
屋
」
、
⑪
「
眠
」
、
⑬
「
何
故
」
、
⑮
「
巌
丈
」
、

ひ

と

り

ウ

ウ

ヲ

ウ

さ

〈

ば

入

量

う

ご

ょ

う

「
一
人
」
、
⑫
「
蕪
湖
」
、
⑫
「
昨
晩
急
」
、
⑫
「
御
用
ず
み
」
、
⑫

ポ

4

た

ま

あ

ぶ

ら

〈

〈

「
下
男
」
、
「
毛
糸
の
球
」
、
⑧
「
脂
」
、
「
括
り
指
」
、
⑧
「
御
可
愛

う

る

ふ

し

だ

か

え

ん

じ

・

ニ

だ

ま

い
た
あ
た
」
、
⑧
「
泊
ん
だ
眼
」
、
＠
「
節
高
」
、
「
檎
」
、
⑧
「
街
」
、

ホ

ン

ム

ウ

う

L
ろ

っ

た

⑮
「
紅
木
」
、
「
後
」
、
③
「
拙
な
い
」
が
、
上
記
の
通
り
、
読
み

仮
名
や
傍
点
が
付
さ
れ
て
い
た
。
す
べ
て
本
文
と
同
じ
黒
イ
ン
ク

で
あ
っ
た
た
め
、
芥
川
に
よ
る
指
定
と
推
察
さ
れ
る
。

次
に
本
文
の
訂
正
箇
所
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
作
中
に

登
場
す
る
こ
人
の
母
親
が
鋭
像
関
係
に
あ
る
こ
と
は
先
行
研
究
で

指
摘
さ
れ
て
い
る

A

ぞ
o

名
前
が
同
じ
「
敏
子
」
で
あ
り
、
境
遇
が

似
て
い
る
上
に
、
作
中
で
何
度
も
姿
見
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
原

稿
の
訂
正
箇
所
を
見
て
も
、
二
人
の
対
構
造
は
意
図
的
に
描
か
れ

て
い
る
の
が
、
確
認
で
き
る
。
原
稿
十
六
枚
目
か
ら
十
七
枚
目
に

’EA
 

内

ru

か
け
て
、
二
人
目
の
敏
子
が
登
場
す
る
場
面
で
、
訂
正
前
は
「
女

は
敏
子
よ
り
も
若
い
ら
し
い
。
派
手
な
銘
仙
の
」
と
書
き
出
さ
れ
、

こ
の
中
の
「
派
手
な
銘
仙
の
」
は
途
中
で
「
血
色
の
好
い
頬
」
に

改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
全
体
が
「
雨
に
洗
は
れ
た
朝
日
の
光
は
」
と

訂
正
さ
れ
、
全
く
異
な
る
書
き
出
し
と
な
っ
た
。
そ
の
直
後
の
「
派

手
な
大
島
の
羽
織
」
と
あ
る
と
こ
ろ
も
、
初
め
は
「
派
手
な
銘
」

と
さ
れ
て
い
て
、
主
人
公
で
あ
る
敏
子
が
「
地
味
な
銘
仙
」
を
羽

織
っ
て
い
た
の
と
対
を
な
す
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
最
終
的
に
は

銘
仙
羽
織
が
大
島
紬
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
、
赤
児
を
失
っ
た
母

と
赤
児
が
い
る
母
と
い
う
境
遇
の
差
が
着
物
の
種
類
で
表
現
さ
れ



る
形
と
な
っ
た
が
、
訂
正
前
か
ら
「
地
味
な
銘
仙
」
と
「
派
手
な

銘
仙
」
と
い
う
対
比
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

次
い
で
、
二
人
の
母
親
が
出
遭
い
、
子
供
と
対
時
す
る
場
面
（
原

稿
二
八
枚
目
）
だ
が
、
こ
の
場
面
で
は
五
箇
所
で
「
悲
」
と
い
う

字
が
書
き
だ
さ
れ
た
後
、
削
除
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。

前
後
と
合
わ
せ
て
引
用
す
る
（
引
用
の
表
記
は
「
本
文
翻
刻
」
の

〈
凡
例
〉
に
準
じ
た
）
。

昨
日
は
泣
き
声
を
聞
い
て
ゐ
〔
る
〕
る
の
も
、
堪
へ
ら
れ
な

い
気
が
し
た
隣
室
の
赤
〔
子
〕
児
、

l
l
l
lそ
れ
が
今
で

は
何
物
よ
り
も
、
敏
子
の
興
味
を
動
か
す
の
で
あ
る
。
し
か

も
そ
の
興
味
を
満
足
さ
せ
れ
ば
、
反
っ
て
〔
悲
〕
苦
し
み
を

新
た
に
す
る
の
〔
は
〕
も
、
は
っ
き
り
わ
か
つ
て
は
ゐ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
小
さ
な
動
物
が
、
コ
プ
ラ
の
前
〔
に
〕
で

は
動
け
な
い
や
う
に
、
〔
〔
苦
痛
〕
悲
し
み
〕
敏
子
の
心
〔
が
〕

も
何
時
の
間
に
か
、
〔
悲
〕
苦
し
み
そ
の
も
の
の
催
眠
作
用

に
捉
は
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
で
あ
ら
う
か
？
そ
れ
と
も
又

〔
〔
〔
口
〕
傷
口
を
聞
い
て
ま
で
も
〕
悲
し
み
〕
手
傷
を
負
っ

た
兵
士
が
、
わ
ざ
わ
ざ
傷
口
を
聞
い
て
ま
で
も
、
一
時
の
快

を
食
る
や
う
に
、
〔
悲
〕
い
や
が
上
に
も
〔
悲
〕
苦
し
〔
み

を
求
め
る
、
〕
ま
ね
ば
や
ま
な
い
、
病
的
な
心
理
の
一
例
で

あ
ら
う
か
？

訂
正
前
と
比
較
す
る
と
、
主
人
公
の
敏
子
が
赤
児
に
対
時
し
た

際
に
抱
く
感
情
は
、
「
悲
し
み
」
で
は
な
く
、
痛
み
を
伴
っ
た
「
苦

し
み
」
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
敏
子
の
抱
い
た

感
情
は
、
コ
プ
ラ
を
前
に
し
た
小
動
物
の
心
理
や
手
負
い
の
兵
士

が
傷
口
の
開
く
の
も
嫌
わ
ず
、
一
時
の
快
楽
を
食
る
病
的
な
心
理

と
並
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
「
悲
し
み
」
が
「
苦

し
み
」
に
変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
表
現
を
変
え
た
結
果
、

敏
子
が
抱
く
感
情
が
単
な
る
感
傷
で
な
く
、
〈
母
〉
と
し
て
生
理

的
に
逃
れ
が
た
い
も
の
で
あ
る
と
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
〈
母
〉
に
対
し
て
〈
夫
〉
側
に
つ
い
て
も
気
に
な
る
訂

正
が
あ
る
。
原
稿
四
二
枚
目
の
貼
付
訂
正
を
見
る
と
、
「
男
は
ち

ら
り
と
妻
を
見
た
」
（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
じ
）
と
書
か
れ
て

い
た
の
が
、
訂
正
後
で
は
「
男
は
ち
ら
り
と
敏
子
を
見
た
」
と
な
っ

て
い
る
。
「
妻
」
か
ら
「
敏
子
」
へ
の
変
更
は
、
表
現
の
統
一
と

い
う
点
で
、
興
味
深
い
。
作
中
で
確
認
し
て
み
る
と
、
こ
の
部
分

内

4
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以
外
で
は
「
妻
」
と
い
う
言
葉
は
、
た
っ
た
一
度
し
か
出
て
こ
な

い
。
原
稿
用
紙
二
枚
目
の
「
震
へ
る
肩
、
濡
れ
た
捷
毛
、
｜
｜

l
男
は
そ
れ
ら
を
見
守
り
な
が
ら
、
現
在
の
気
も
ち
と
は
没
交
渉

一
瞬
間
妻
の
美
し
さ
を
感
じ
た
」
の
部
分
で
、
敏
子
に
女
と

し
て
の
美
を
見
出
す
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
敏
子
が
〈
母
〉

と
し
て
の
感
情
を
発
露
さ
せ
た
時
に
は
、
「
何
か
人
力
に
及
ば
な

い
物
が
、
厳
然
と
前
へ
で
も
塞
が
っ
た
や
う
に
」
感
じ
る
。
敏
子

の
中
に
〈
妻
〉
で
も
〈
女
〉
で
も
な
く
、
〈
母
〉
を
見
出
し
た
時
、

夫
の
眼
に
は
そ
れ
が
人
智
を
超
え
た
も
の
と
し
て
映
る
。
「
妻
」

と
い
う
表
現
が
原
稿
四
二
枚
目
で
回
避
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
効

果
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
原
稿
と
初
出
の
異
同
に
つ
い
て
だ
が
、
そ
の
多
く
は

編
集
時
の
誤
り
や
訂
正
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
芥
川
が
修
正
を

加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
二
箇
所
ほ
ど
あ
る
。

一
つ
目
は
、
原
稿
用
紙
二
ハ
枚
目
、
二
章
の
冒
頭
で
、
ま
だ
子

供
が
健
在
の
方
の
「
敏
子
」
が
編
み
物
を
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

原
稿
で
は
編
ん
で
い
る
も
の
が
「
毛
糸
の
靴
足
袋
」
に
な
っ
て
い

る
が
、
初
出
時
に
は
「
小
さ
な
靴
足
袋
」
に
変
わ
っ
て
お
り
、
彼

女
が
赤
児
の
た
め
に
編
み
物
を
し
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
異
同
は
表
現
の
変
更
の
た
め
、
編
集
の
判
断
と
は
考
え

づ
ら
く
、
原
稿
提
出
か
ら
雑
誌
発
行
ま
で
の
聞
に
芥
川
が
手
を
入

れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

二
つ
目
は
、
作
品
末
尾
の
一
文
で
あ
る
。
「
庭
木
の
梢
が
暮
れ

か
か
っ
た
空
に
は
、
砧
に
紛
ひ
き
う
な
棒
の
音
が
、
寂
し
い
街
を

響
か
せ
て
ゐ
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
あ
と
、
原
稿
で
は
、

そ
の
音
の
起
る
所
へ
行
け
ば
、
き
っ
と
水
際
の
芦
の
中
に
、

耳
環
を
下
げ
た
女
が
一
人
、
夫
の
服
か
子
供
の
服
の
洗
溜
を

し
て
ゐ
る
の
に
相
違
な
い
、

qo 
q
r
“
 

と
な
っ
て
い
る
（
傍
線
は
引
用
者
、
以
下
同
様
）
。
こ
の
部
分
が
、

初
出
の
表
記
で
は
、

そ
の
音
の
起
る
所
へ
行
け
ば
、
き
っ
と
水
際
の
芦
の
中
に
、

耳
環
を
下
げ
た
女
が
一
人
、
薄
暗
い
水
に
浸
っ
た
布
を
打
ち

続
け
て
ゐ
る
の
に
相
違
な
い
、
：
：

に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
両
者
は
、
洗
濯
を
す
る
と
い
う
行
為
に
お



い
て
は
同
じ
だ
が
、
原
稿
段
階
の
方
が
「
耳
環
を
下
げ
た
女
」
が

配
さ
れ
た
芥
川
の
意
図
が
鮮
明
で
あ
る
。

こ
の
第
三
章
は
「
洗
溜
を
す
る
時
に
使
ふ
、
砧
の
や
う
な
棒
の

音
」
で
始
ま
り
、
末
尾
も
同
じ
洗
濯
の
場
面
で
締
め
く
く
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
「
一
三
全
体
が
こ
の
「
寂
し
い
街
」
で
貫
か
れ

て
い
る
。
鈴
木
論
文
（
註
（
3
）
参
照
）
で
は
、
こ
の
構
造
に
着

目
し
、
「
母
」
を
「
敏
子
が
枠
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
て
い
る
様
子

が
強
調
さ
れ
た
除
欝
な
作
品
」
と
し
て
い
る
。

そ
の
洗
濯
物
が
「
夫
の
服
か
子
供
の
服
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
耳

環
を
下
げ
た
女
」
が
二
人
の
敏
子
と
同
じ
〈
母
〉
で
あ
っ
た
こ
と

を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
原
稿
か
ら
初
出
へ
の
表
現
の
変
更

は
、
「
耳
環
を
下
げ
た
女
」
が
〈
母
〉
で
あ
る
こ
と
は
読
解
可
能
と
し
、

直
哉
な
表
現
を
避
け
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
鏡
像
関
係
に
あ
る
こ

人
の
〈
母
〉
の
外
に
、
さ
ら
に
別
の
〈
母
〉
が
配
さ
れ
る
こ
と
で
、

合
わ
せ
鏡
の
よ
う
に
〈
母
〉
と
い
う
存
在
が
ど
こ
ま
で
も
広
が
っ

て
い
く
構
造
を
も
っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
、
「
母
」
原
稿
か
ら

読
み
と
れ
る
。
「
耳
環
を
下
げ
た
女
」
が
〈
母
〉
で
あ
る
こ
と
が

明
か
さ
れ
て
作
品
が
終
わ
る
こ
と
で
、
夫
か
ら
は
「
何
か
人
力
に

及
ば
な
い
物
」
と
し
て
映
る
〈
母
〉
が
、
作
品
を
超
え
て
広
が
つ

て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

原
稿
用
紙
三
五
枚
目
で
の
貼
付
訂
正
前
の
本
文
で
は
、
こ
の
「
耳

環
を
下
げ
た
女
」
は
「
こ
の
辺
の
支
那
の
女
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
耳
環
を
下
げ
た
女
」
は
現
地
の
中
国
人
女
性
を
念
頭
に
書
か
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
作
品
末
に
「
こ
の
辺
の
支
那
の
女
」
が
配

さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
実
際
に
現
地
を
訪
れ
た
芥
川
の
、
現
地
の

中
国
人
女
性
に
、
日
本
人
女
性
と
同
じ
〈
母
〉
を
見
出
し
た
実
感

が
現
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
砧
の
音
を
想
起
さ

せ
る
原
始
的
な
洗
濯
風
景
は
、
時
代
や
国
を
問
わ
ず
、
〈
母
〉
は
〈
母
〉

で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
静
か
な
幕
引
き
と
い
え
る
。

し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
＝
こ
章
に
は
大
幅

に
加
筆
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
洗
混
の
「
寂
し
い
街
」
の
描
写

は
す
べ
て
削
除
さ
れ
た
。
改
稿
は
、
中
国
か
ら
帰
国
し
て
一
年
半

以
上
経
っ
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
改
稿
に
よ
っ
て
、
〈
母
〉

の
普
遍
性
と
い
う
主
題
は
薄
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
母
」

原
稿
は
、
中
国
か
ら
の
帰
国
後
、
も
っ
と
も
時
を
隔
て
て
い
な
い

文
章
で
あ
る
た
め
、
芥
川
が
到
達
し
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
視
点

-24-

を
顕
著
に
示
し
て
い
る
テ
ク
ス
ト
と
い
え
る
。
原
稿
か
ら
考
え
る

に
「
母
」
は
、
海
を
越
え
て
存
在
す
る
〈
母
〉
と
い
う
存
在
を
描



く
こ
と
を
企
図
し
て
書
か
れ
た
作
品
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
「
母
」
原
稿
に
つ
い
て
の
考
察
を
述

べ
て
き
た
。
筆
を
捌
く
に
あ
た
り
、
同
〉
F
で
貴
重
な
原
稿
を
調

査
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
、
様
々
な
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
他
、

貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
マ
ル
ラ
俊
江
氏
に
、
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。註

（
l
）
三
好
行
雄
「
宿
命
の
か
た
ち
｜
｜
芥
川
龍
之
介
に
お

け
る
〈
母
〉
｜
｜
」
（
「
芥
川
龍
之
介
論
」
筑
摩
書
房
、

一
九
七
六
）

（2
）
平
岡
敏
夫
「
〈
母
〉
を
呼
ぶ
声
｜
｜
「
南
蛮
寺
」
か
ら
「
点

鬼
簿
」
ま
で
｜
｜
」
（
「
芥
川
龍
之
介
と
現
代
』
大
修
館
、

一
九
九
五
）

（3
）
鈴
木
暁
世
「
芥
川
龍
之
介
「
母
』

の
〈
透
け
る
耳
〉
描
写

に
お
け
る
激
石
の
影
響
｜
｜
中
国
特
派
員
体
験
と
聴
覚
｜

｜
」
（
「
阪
大
比
較
文
学
』
二

O
O
五
・
八
）
、
関
口
安
義
「
芥

川
龍
之
介
「
母
」
論
一
人
力
に
及
ば
な
い
も
の
」
（
『
社
会

文
学
」
二

O
二
一
・
五
）
、
銚
紅
「
芥
川
龍
之
介
「
母
」
試

論
一
近
代
中
国
の
都
市
表
象
を
視
座
と
し
て
」
（
『
文
学
研

究
論
集
』
二

O
二
ニ
・
二
）
な
ど
が
あ
る
。

（4
）
一
一
一
井
財
閥
は
一
九
一
八
年
に
公
式
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収

集
を
始
め
、
戦
後
の
財
閥
解
体
に
際
し
、
秘
密
裏
に
開
〉
「

に
売
却
し
た
。
三
井
財
閥
と
悶
〉
F
の
交
渉
は
一
九
四
八

年
秋
に
始
ま
り
、

F
h
d
 

q
r
u
 

一
九
五

O
年
末
ま
で
に
蔵
書
の
移
管

が
完
了
し
て
い
る
。
事
の
経
緯
は
、
同
o
mゆえ
W
E
R
g
s

s
〉
n
D
Z
Z
E。ロ
O
『

5
0
ζ
5
E
n
o＝
め
の
巴
O
ロ
σ可
同

Z

開

ωω
丹
〉
巴

ω巴の

F
E円mw
円山、・

C
E〈
mw
円mw
昨
日
、
。
向
。
包
民
O
円ロ

E
・

回。昇。－

3
2（』
ozg色
。
同
開
ω巴
〉
ω－g
ピ
可
包
2
・
Z
0・笥・

5
∞N
・N
）
に
詳
し
い
。

（
5
）
己
の
バ
ー
ク
レ
ー
校
図
書
館
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

Z
O
ω
w

－nω円
C
の
回
円
、
一

σ円
包
『
山
、
の

ω同
町
己

o
m
3（
『
同
仲
間
）
一
＼
＼

最
終
閲
覧
日
二

O
一
五
年

。

ω｝内庁
ω同・
σ0円
wo

－ov、・
。
弘
己
＼

一
二
月
二

O
日
）
等
が
あ
る
。



（6
）
庄
司
達
也
編
『
芥
川
龍
之
介
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
鼎
書
房
、

二
O
一
五
）
に
は
「
直
筆
原
稿
・
草
稿
類
所
蔵
先
一
覧
」

が
付
さ
れ
、
芥
川
の
生
原
稿
の
所
蔵
先
の
一
覧
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、
「
母
」
の
原
稿
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

（7
）
欄
外
の
下
部
左
寄
り
に
「
十
ノ
廿

字
さ
れ
、
マ
ス
目
部
分
は
破
線
に
な
っ
て
い
る
。
角
田
忠

蔵
『
芥
川
龍
之
介
自
筆
未
定
稿
図
譜
』
（
大
門
出
版
美
術

出
版
部
、
一
九
七
一
・
九
）
で
行
わ
れ
た
十
六
分
類
に
従

え
ば
「
第
一
号
型
」
で
あ
る
。

（8
）
一
行
目
三
マ
ス
目
か
ら
五
マ
ス
目
、
二
行
目
三
マ
ス
目
か

ら
五
マ
ス
自
の
計
六
マ
ス
を
使
っ
て
、
「
母
」
と
い
う
題

字
が
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
脇
に
、
赤
ペ
ン
で
「
｜

松
屋
製
」
と
青
く
印

2
l」
と
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

（9
）
一
一
一
行
目
一
一
一
マ
ス
目
か
ら
二

O
マ
ス
目
に
、
マ
ス
目
を
横

断
し
て
署
名
さ
れ
、
そ
の
脇
に
赤
ペ
ン
で
「

l
3｜
」
と

書
か
れ
て
い
る
。

（
叩
）
数
字
は
七
マ
ス
目
に
書
か
れ
、
脇
に
「
｜
5
？
｜
」
と
赤

ペ
ン
で
書
込
み
が
あ
る
。

（
日
）
赤
イ
ン
ク
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

（
ロ
）
「
〔
相
〕
不
相
変
」
の
訂
正
は
赤
イ
ン
ク
で
成
さ
れ
て
い
る
。

編
集
者
に
拠
る
も
の
か
。

（
日
）
原
稿
中
で
こ
の
部
分
の
み
「
眼
」
が
「
目
」
と
表
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
は
、
す
べ
て
「
限
」
の
表
記
。
初
出
で

は
、
す
べ
て
「
眼
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

（
凶
）
原
稿
用
紙
の
終
わ
り
ま
で
、
十
七
マ
ス
分
あ
る
が
、
こ
の

後
は
空
白
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

（
日
）
「
き
続
〔
口
〕
け
て
ゐ
る
。
：
：
：
：
：
：
」
の
部
分
は
、
原

稿
用
紙
の
欄
外
に
書
か
れ
て
い
る
。
第
一
章
の
末
尾
の
た

め
か
。

-26-

（
時
）
七
マ
ス
目
に
脅
か
れ
、
そ
の
脇
に
赤
イ
ン
ク
で
「
5
」
と

脅
か
れ
て
い
る
。

（
げ
）
原
稿
用
紙
の
欄
外
上
部
に
、
赤
鉛
筆
で
「
中
公
小
説
第
六

ノ
ツ
ヅ
キ
」
と
書
き
込
み
が
あ
る
。

（
凶
）
以
下
、
原
稿
用
紙
末
ま
で
の
三
行
と
十
一
マ
ス
分
は
、
空

白
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

（
凶
）
以
下
、
原
稿
用
紙
末
ま
で
の
こ
行
と
十
八
マ
ス
分
は
、
空

自
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

（
初
）
原
稿
用
紙
の
欄
外
上
部
に
「
中
央
小
説
第
六
ツ
ヅ
キ
（
完
）
」



と
赤
イ
ン
ク
で
書
き
込
み
が
あ
る
。

（幻）「

5
i」
は
二
マ
ス
分
の
波
線
。
直
前
の
「
？
」
の
部
分
よ
り
、

書
き
あ
ぐ
ね
た
よ
う
に
見
え
る
。

（
辺
）
初
め
、

「
今
年
は
余
計
｜
｜
｜
」

女
は

と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
修
正
し
た
の
で
、
会
話
追
加
分

の
「
あ
ら
、
泣
い
て
ゐ
る
よ
う
で
ご
ざ
」
の
「
ご
ざ
」
が
、

次
行
の
「
女
は
」
の
マ
ス
目
脇
に
書
か
れ
て
い
る
。

円

t
円

4

（
お
）
以
下
、
原
稿
用
紙
末
ま
で
の
六
マ
ス
と
一
行
は
、
空
白
の

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

（M
）
以
下
、
原
稿
用
紙
末
ま
で
の
九
マ
ス
分
は
、
空
白
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
。

（
お
）
神
田
秀
美
「
芥
川
龍
之
介
「
母
」
試
論
｜
｜
〈
不
可
知
〉

を
指
向
す
る
作
品
ト
リ
ッ
ク
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
｜
｜
」
（
『
青

一
九
九
九
士
一
）
、
鈴
木
論
文
（
註
（
3
）
参
照
）

山
詩
文
』

に
詳
し
い
。

（
本
学
専
任
講
師
）


